
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収益的収支（３条） 資本的収支（４条） 

 
 
 
①減価償却費  34.5 億円 
※別資料で説明 

内部留保資金 

③収支不足額   7.0 億円 ②純利益       5.0 億円 

事業収益 65.1 億円 事業費用 60.1 億円 資本的収入 68.7 億円 資本的支出 75.7 億円

 
建設改良費    28.6 億円 
 （家の新築・改築） 

 
企業債償還金  47.1 億円 
（ローンの元金返済） 
 

 

※①減価償却費 ： 現金の支出を伴わない経費 

②純利益    ： １年間の事業活動で生み出された利益 
※③収支不足額 ： 資本的支出に対する資本的収入の不足額

○通常、下水道事業会計において、収益的収支は黒字、資本的収支は赤字となる。 
○資本的収支の不足額は、収益的収支の減価償却費や純利益などの補てん財源や、過去の事業活動により得られた内部留保資金により補てんする。  

  
企業債       32.6 億円
（施設整備によるローン） 
下水道事業債  17.9 億円

  14.7 億円
 
国県補助金     7.4 億円 
（国・県からの補助金）

 
他会計負担金  27.6 億円 
（親からの仕送り） 

 
 その他        1.1 億円 

  
下水道使用料  20.6 億円 
（給料） 

  
他会計負担金   9.7 億円 
（親からの仕送り） 

  
長期前受金戻入 32.9 億円 
※別資料で説明 

  
その他        1.9 億円 

 
 

  
維持管理費   15.2 億円 
（生活費） 

  
支払利息     8.6 億円 
（ローンの利息返済） 
 
その他       1.8 億円 

補てん財源 

（貯金の取崩し） 

（税抜） 

 

（税込） 

  

第１回審議会資料資料１０より一部抜粋 
（金額は令和２年度決算値） 

企業会計のしくみ（家計に例えると） 

１.収益的収支と資本的収支 

資料１６ 
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建設改良費

（家の新築・改築）
37.80%

企業債償還金

（ローンの元金返済）
62.20%

他会計負担金

（親からの仕送り）
36.42%

国県補助金

（国・県からの補助金）
9.78%

資本費平準化債
19.36%

下水道事業債
23.67%

収支不足額
9.27%

その他
1.50%

Ｒ２ 資本的収支（４条）

企業債（ローン）

43.03％

資
本
的
支
出

資
本
的
収
入

維持管理費

（生活費）
23.30%

支払利息

（ローンの利息返済）
13.19%

その他
2.71%

減価償却費
53.08%

純利益
7.72%その他

2.91%

⾧期前受金戻入
50.54%

他会計負担金

（親からの仕送り）
14.96%

下水道使用料（給料）
31.59%

Ｒ２ 収益的収支（３条）

企業会計のしくみ（家計に例えると）
２.令和２年度決算における割合

事
業
費
用

事
業
収
益
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　資産の耐用年数に応じて、資産価値の減少分を費用に計上したもの

残存価格は考慮しない

車を３００万円で購入した場合

耐用年数（使用できる期間） ５年

企業会計のしくみ（家計に例えると）
３.減価償却費とは?
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